
「関西広域連合ドクターヘリ 10 周年記念シンポジウム」開催報告について 
 

令和 4 年 3 月 24 日 
広 域 医 療 局 

 
「関西広域連合ドクターヘリ 10 周年記念シンポジウム」を開催したので、その概略

を報告する。 
 
１.  日時 

令和 4 年 3 月 23 日（水）14:30～16:15 
 
２.  会場 
  JR ホテルクレメント徳島 
  Zoom ウェビナー ＆ YouTube 配信 

 
３.  内容 
(１)  基調講演 

「ドクターヘリによる広域医療連携～10 年間の歩み～」 
徳島県知事 飯泉 嘉門 

  関西広域連合設立時からこれまでの、 
一体的な運用により、ドクターヘリ運航体制を拡充してきた成果や、 
そのことに伴う近隣地域への波及効果など、 
この 10 年間の歩みを振り返る基調講演を行った。 

 
(２)  パネルディスカッション 

「ドクターヘリ運航の更なる充実・強化に向けて」 
コーディネーター   徳島県知事 飯泉 嘉門 
パネリスト         公立豊岡病院 但馬救命救急センター長 永嶋 太 

参議院議員 森屋 宏（ドクターヘリ推進議員連盟） 
厚生労働省 救急医療対策専門官 大村 拓 

  大村専門官からは、全国の現状や今後の施策展開について、 
永嶋センター長からは、３府県ヘリの紹介や現場の課題について、 
森屋議員からは、議員連盟の活動や財政支援の充実・強化の必要性について、 
それぞれ説明を頂き、今後の発展の方向性について考える 
パネルディスカッションを行った。 

  その他、今後の展開に向け、「県域を越えた連携」、「燃料費高騰への対応」や、 
「夜間飛行・離島飛行の必要性」などについても意見を頂いた。 

資料３








